
付 録 タウニュートリノ反応の含

有率

全ニュートリノ反応に対するタウニュートリノ反応の含有率は次の式で得られる。

はタングステン標的でのチャーム粒子生成に対する の割合、 は

チャーム粒子がそれぞれのニュートリノに崩壊する割合、最後の は生成し

たニュートリノが反応する割合である。

ここでニュートリノの反応する割合 は、タウニュートリノとミューニュー

トリノのエネルギー分布、すなわちチャーム粒子の発生運動量分布に関係するが、

比の形なので大きく変動しないと考えられる。タウニュートリノ反応の含有率に直

接関係する と について、表 に の 、 に対する生成断面

積の比、表 に の様々な実験の測定値を示す。

どちらも測定値に大きな幅があるが、特に のタウニュートリノ生成の崩壊率

が から と大きな不定性をもっている。
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